



















































































































シタビンが key drug として多く用いられてきてお
り，単剤あるいは併用療法の第Ⅱ相試験が多数実施
されてきた．特にゲムシタビンは，日本で行われた






















0.61，乳頭部0.62），PS（PS0 0.50，PS1 0.68，PS2 0.90），
















された（生存期間中央値：12.5 か月対 9.0 か月，ハ
















値：13.5 か月対 12.6 か月，ハザード比 0.79，無増









た S-1 単剤療法については，奏功率 7.5 ～ 22.7％，
median PFS（progression-free survival）/TTP（time-
toprogression）2.5 ～ 5.5 か月，median OS（overall 





























































は 385 例が登録され，その結果 5年生存率および生
存期間中央値は S-1 群：44.1％・46.5 か月，ゲムシ
タビン群：24.4％・25.5 か月であり，S-1 のゲムシ
































































































ACCORD11 試験）では，生存期間中央値が 11.1 か
月であり，対照群であるゲムシタビン療法の生存期
間中央値 6.8 か月に対して統計学的有意な延長が得
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